


【ラザロ・ルドビーコ・ザメンホフ】
（1859～ 1917）

ザメンホフが生まれたポーランドは、ロシア帝国
の支配のもと、複数の民族の争いが絶えない状況
にあった。そんな体験をもとに、ザメンホフは互
いに公平な立場で使用できる言葉を希求、国際語
「エスペラント」が誕生させた。

　
　
エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
と
は
？

 

〝
エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
〞
は
、
ポ
ー
ラ
ン
ド

の
ユ
ダ
ヤ
人
眼
科
医
ラ
ザ
ロ
・
ル
ド

ビ
ー
コ
・
ザ
メ
ン
ホ
フ
が
提
案
し
た
国

際
共
通
語
で
す
。

　

各
民
族
の
言
語
や
文
化
を
尊
重
し
、

大
切
に
す
る
と
と
も
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の

言
語
や
文
化
の
橋
渡
し
の
役
目
を
果
た

す
こ
と
を
目
的
と
し
て
作
ら
れ
、
世
界

各
国
で
多
く
の
人
に
使
用
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

例
え
ば
、
日
本
人
と
ア
メ
リ
カ
人
が

会
話
す
る
時
、
英
語
を
使
う
な
ら
、
日

本
人
が
英
語
を
勉
強
し
な
く
て
は
な
り

ま
せ
ん
。
そ
の
上
、
英
語
が
母
国
語
の

ア
メ
リ
カ
人
と
対
等
に
話
す
に
は
、
相

当
の
語
学
力
が
必
要
で
す
。

　

さ
ら
に
、
世
界
中
の
人
々
と
対
話
し

て
ゆ
く
た
め
に
は
、
多
く
の
言
語
を
習

得
し
な
く
て
は
な
ら
ず
、
そ
の
た
め
に

は
多
く
の
労
力
と
時
間
が
必
要
と
な
り

ま
す
。

　

そ
こ
で
、
国
際
共
通
語
、
エ
ス
ペ
ラ

ン
ト
の
出
番
で
す
。

　

エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
は
、
特
定
の
国
の
言

葉
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
ら
、
お
互
い
に

公
平
に
学
習
し
、
交
流
が
で
き
る
よ
う

に
な
り
ま
す
。

　

エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
は
政
治
、
宗
教
、
民

族
の
垣
根
を
越
え
、
世
界
を
一
つ
に
結

ぶ
言
葉
な
の
で
す
。

　
エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
の
特
徴

　

エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
の
特
徴
は
、

　　

◎
単
語
の
語
尾
で
、
品
詞
の
区
別

　
　
が
つ
き
や
す
い

　
◎
文
法
の
ル
ー
ル
が
単
純
で
例
外

　
　
が
少
な
い

　

こ
れ
に
よ
っ
て
、
世
界
中
の
人
々
が

比
較
的
簡
単
に
習
得
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

　

現
在
、エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
を
話
す
人（
エ

ス
ペ
ラ
ン
テ
ィ
ス
ト
）
は
日
本
に
約

２
万
人
、
世
界
で
は
約
１
０
０
万
人
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　「
エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
」
は
ペ
ン
ネ
ー
ム
だ
っ
た
！

　

エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
は
、
１
８
８
７
年
「
国
際
語
」（Lingvo internacia

）

と
い
う
タ
イ
ト
ル
の
小
冊
子
で
発
表
さ
れ
ま
し
た
。
著
者
の
名
前
は
、〝
エ

ス
ペ
ラ
ン
ト
博
士
〞（Doktoro Esperanto

）。
こ
れ
は
、
ザ
メ
ン
ホ
フ
の

ペ
ン
ネ
ー
ム
で
し
た
。

　

当
時
、
数
々
の
国
際
共
通
語
が
発
表
さ
れ
る
中
で
、「
エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
博

士
が
提
案
し
た
国
際
語
」
が
注
目
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、「
エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
」

と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

大本いろは

【エスペラント碑】（京都府亀岡市・天恩郷）
Unu Dio（一つの神）
Unu Mondo（一つの世界）
Unu Interlingvo（一つの国際語）
と刻まれている

（ありがとう） （いいね！）

（おはようございます） （こんにちは！）

　
大
本
と
エ
ス
ペ
ラ
ン
ト

　

大
正
12
年
（
１
９
２
３
）、
大
本
は

人
類
愛
の
精
神
に
根
ざ
し
た
エ
ス
ペ
ラ

ン
ト
に
注
目
、
積
極
的
に
学
習
を
奨
励

し
、
同
年
６
月
28
日
に
は
エ
ス
ペ
ラ
ン

ト
研
究
会
（
現
在
の
エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
普

及
会
）
が
設
立
さ
れ
ま
し
た
。

　

出
口
王
仁
三
郎
聖
師
は
、
エ
ス
ペ
ラ

ン
ト
の
単
語
を
歌
に
よ
み
込
ん
だ
歌
集

『
記
憶
便
法
英エ
ス
ペ
ラ
ン
ト

西
米
蘭
統
作
歌
集
』
を

作
り
ま
し
た
。
そ
の
歌
は
、

　

朝
寝
し
て
一
足
お
く
れ
停
車
場
へ

友
の
あ
と
か
ら
一ち
ょ
っ
と寸
マ
テ
ー
ノ
（
朝
）

　

と
い
う
よ
う
な
ユ
ー
モ
ア
に
あ
ふ
れ

て
お
り
、
子
供
か
ら
大
人
ま
で
親
し
ま

れ
ま
し
た
。

　

大
本
の
教
典
の
ひ
と
つ
『
道
の
栞し
お
り
』

は
エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
で
翻
訳
さ
れ
、
そ
れ

を
元
に
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
版
、
英
語
版
、

ロ
シ
ア
語
版
、韓
国
語
版
、ハ
ン
ガ
リ
ー

語
版
な
ど
が
作
ら
れ
て
い
ま
す
。

エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
を

　
　
　
　
学
び
た
い
方
へ

　

大
本
に
は
、
エ
ス
ペ
ラ
ン
ト

普
及
会
（
Ｅ
Ｐ
Ａ
・
京
都
府
亀

岡
市
）
と
い
う
団
体
が
あ
り
、

エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
の
普
及
宣
伝
に

つ
と
め
て
い
ま
す
。

　

毎
年
年
末
か
ら
年
始
に
か
け

て
「
越
年
エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
研
修

会
」（
京
都
府
亀
岡
市
・
大
本
本

部
）、
５
月
に
は
「
Ｅ
Ｐ
Ａ
関
東

エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
合
宿
」（
東
京
都

台
東
区
・
大
本
東
京
本
部
）
を

開
催
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
各

地
方
支
部
で
は
定
期
講
習
も
開

催
し
て
い
ま
す
。

　

エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
に
興
味
の
あ

る
方
は
、
エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
普
及

会
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
普
及
会
事
務
局  

　

０
７
７
１ （
５
６
）
９
０
７
４


